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１ はじめに 

 
現在農研機構等では、様々な水稲直播生産のため

の技術を開発し、現地実証研究等を通じて普及を図

っている。開発中の播種の方式、稲籾コーティング

の方式について、普及を強化するためには、生産者

の認識に即して、地域等に適切な技術を提供してい

くことが望ましい。このとき、水稲直播のような複

数の開発技術があり、何万とある個々の圃場の状況

は技術開発者には把握不能なので、現実には、均平、

播種、管理、収穫の作業を行う圃場群を把握する経

営者の総合的な判断でもって、水稲直播技術が選択

されて、導入が判断される必要がある。その際には、

いくつか選択基準を示すことで、経営者にとって導

入された場合に比較的定着されやすい（以下、「妥当

な」と表記）技術を選択できる必要がある。そこで、

現在東北において普及が進む段階にある播種方式と

稲籾コーティングの方式について、各経営者に対し

て妥当な技術を提示できるようにすることは、技術

普及の推進に重要な貢献であると考える。本報告で

は開発中の、経営者が選択基準を質問していくこと

により妥当な技術を提示する、選択基準によって構

成されるフローチャートを示す。  
 
２ 試験方法 

 
対象とする具体的な技術は、以下の６技術である。

乾田直播としては、プラウ耕グレーンドリル播種（以

下、グレーンドリル）、およびＶ溝播種方式（以下、

Ｖ直）とする。湛水直播として、代かき同時浅層土

中播種技術を用いた無コーティング技術（以下、無

コ）。これは現在開発中の技術であり、また東北では

湛水直播における無コーティング用の播種技術は他

にないことから、ここではコーティングの一手法と

位置づける。他にコーティング技術については、稲

籾に過酸化カルシウムを添加する技術（以下、カル

パー）、鉄粉を主に添加する鉄コーティング（以下、

鉄コ）、九州沖縄農研で開発されたが宮城県などへの

普及が進む、べんがらモリブデンを主に添加するコ

ーティング技術（以下、べんモリ）を対象とする。

なお、単なる浸水やキヒゲンの添付はコーティング

技術から除外する。  
 
３ 選択基準の順序と考え方 

 

10 問の選択基準を設問として用意した。前半は、

直播か移植にとどまるかの選択基準を分岐点に置く。 
前半では、回答者の状況が移植を用い続けるべき

か、直播導入を安定して継続することが可能かを問

うこととした。このために、選択基準としてＱ１～

Ｑ５を設定した。Ｑ１では、直播の導入阻害や、撤

退の原因になりやすい除草について問う。Ｑ２～４

は、水持ち、均平手法について問う。次にＱ５では

採用する品種における苗立ちと耐倒伏性について確

認する。ここまでで、回答者の圃場の環境が移植と

直播のどちらに向くか、および代かきが必要か否か

を整理する。  
Ｑ６以降は、６点の技術のうち、選択基準により

妥当な直播技術を選択できるように問う。Ｑ６では、

播種位置を深く覆土された状態か、表面に近い位置

への播種のどちらを望むかを問う。倒伏する場合は、

深い方が良いだろうし、出芽苗立ちを重視する場合

は浅い方が良いということになる。  
 

 
図 1 コーティング手法毎の配置のイメージ注） 

注 )白土宏之 (東北農業研究センター )の整理に基づく。  

 
６点の技術では、覆土が必須で、鎮圧を推奨する

乾田直播と、カルパーコーティングは、深く(具体的

には１cm を超えて)覆土する場合に、十分な苗立ち

が得られる。一方、鉄コ、べんモリ、無コについて

は、表面に近い位置へ配置することが推奨される。

そこで、Ｑ６にて表面に近い位置への播種を選択す

ると、Ｑ７を回答することとなる。鉄コ、べんモリ、

無コの３つの技術が導入候補になる。いずれも湛水

直播で田面の表面近くに置くことで高い出芽率を得

ようとするもので、性格が似ている。これについて

はスズメ・カモの鳥害、還元状態における硫化物の

害、コーティングへの負担感、催芽作業の負担感、

播種量、籾保存期間、表面播種にこだわるかについ

て、０～５の６段階で選ぶ。その回答次第で３技術

を得点化して、どれかを妥当な技術として表示する

（図３）。次に、Ｑ６にて播種位置を深く覆土された

状態を選択すると、乾田直播の２技術か、カルパー

を用いる湛水直播技術かが選択肢となる。その後降
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雨により播種日の確保が困難と回答者が想定するな

らば、カルパーを用いる湛水直播が選択される。そ

うでなければ、２つの乾田直播を選択する質問に至

る。この場合、すでに代かきが必須であったと回答

した場合はＶ直が妥当な技術と表示され、レベラー

による均平が可能であればプラウ耕グレーンドリル

播種体系が妥当な技術と表示される。また耕起から

播種鎮圧まで最低でも５つ作業が必要なことを受け

入れるとグレーンドリルが妥当な技術と表示される。 
 

４ おわりに 

 
 本研究の残された課題として、本案をもとに技術

開発研究者の意見を聞き、設問やその結果の分岐に

ついて整理を進めることが必要である。さらには、

本案のようにフローチャート式の分岐によって最も

妥当とする技術へ導く方式とするのか、あるいは全

ての質問の回答をもとに得点をつけ、１位候補の他

に２位・３位の技術も併せて提示する方式とするの

かについても検討中である。本案では図２に示した

フローチャート方式と図３に示した得点化方式の双

方を採り入れている。  
以上、この方法から水稲直播技術の定着に向けた

技術の経営的評価を行い、現地実証地以外への普及

可能性について幅広く農業経営に情報を示せるよう

にしたい。  
回答者にとっておおよそ妥当な技術の選択基準を

提示するためのツールとして、必ずしも最適解へ導

かれないケースもあろうが、仮説段階のものを示し

た。これをさらに実証経営、研究者の見識、地域の

専門家による試行とブラッシュアップを経て、ウェ

ブアンケートに使えるものとする予定である。今回

示した図２のようなフローチャートと、図３に記す

得点化を混合した回答の選択により、必ずしも最適

解とは言えずとも、おおよそ妥当な技術の選択基準

を提示するための仮説段階のものを示した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 選択基準とフローチャート 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図３ Ｑ７：浅層ないし表面播種技術の６段階の選択方法  
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